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問７ 次の文章は，計器用変成器に関する記述である。 

計器用変成器において，変流器の二次端子は，常に    (ｱ)    負荷を接続してお

かねばならない。特に，一次電流(負荷電流)が流れている状態では，絶対に二次

回路を    (ｲ)    してはならない。これを誤ると，二次側に大きな    (ｳ)    が発生

し    (ｴ)    が過大となり，変流器を損傷する恐れがある。また，一次端子のある

変流器は，その端子を被測定線路に    (ｵ)    に接続する。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) 

(1) 高インピーダンス 短絡 電圧 鉄損 直列 

(2) 低インピーダンス 短絡 誘導電流 銅損 並列 

(3) 高インピーダンス 短絡 誘導電流 銅損 直列 

(4) 低インピーダンス 開放 電圧 鉄損 直列 

(5) 高インピーダンス 開放 電圧 銅損 並列 
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問８ 送配電線路や変電所におけるがいしの塩害とその対策に関する記述として，

誤っているものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) がいしの塩害に対する基本的な対策は，がいしの沿面距離を伸ばすことや，

がいし連の直列連結個数を増やすことである。 

(2) がいしの塩害発生は，海塩等の水溶性電解質物質の付着密度だけでなく，

塵埃
じんあい

などの不溶性物質の付着密度にも影響される。 

(3) がいしの塩害は，フラッシオーバ事故に至らなくても可聴雑音や電波障害の

原因にもなる。 

(4) がいしの塩害対策として，絶縁電線の採用やがいしの洗浄，がいし表面への

はっ水性物質の塗布等がある。 

(5) がいしの塩害による地絡事故は，雷害による地絡事故と比べて再閉路に失敗

する場合の割合が多い。 
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